
エレクトロニクス京都～京都からエネルギー革命～

ト
ッ
プ
に
聞
く
２
０
、
２
１
面
に
続
く

荒木幸彦社長ニチコン

環
境
対
応
ビ
ジ
ネ
ス
強
化
経
営
の
新
た
な
柱
に
育
成
へ

　
―
電
気
自
動
車

Ｅ
Ｖ

や
家
庭
向

け
な
ど
パ
ワ
ー
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
分

野
で
積
極
的
に
展
開
し
て
い
ま
す
。

　
「
経
営
の
新
た
な
柱
に
し
よ
う
と
２

０
１
０
年
、
環
境
対
応
技
術
を
核
と
し

た
ビ
ジ
ネ
ス
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
立
ち

上
げ
た
。
得
意
と
す
る
高
電
圧
・
大
電

流
を
変
調
す
る
技
術
を
用
い
、
三
菱
自

動
車
や
日
産
自
動
車
の
Ｅ
Ｖ
向
け
車
載

充
電
器
な
ど
を
展
開
。
現
状
は
約
２
０

０
億
円
規
模
だ

が
、

年
度
１
０

０
０
億
円
の
目
標

を
掲
げ
て
い
る
」

　
―
Ｅ
Ｖ
普
及
に

は
充
電
イ
ン
フ
ラ
整
備
も
重
要
で
す

ね
。

　
「

年
８
月
に
は
車
載
充
電
器
の
技

術
を
活
か
し
、
世
界
最
小
、
最
軽
量
の

超
小
型
急
速
充
電
器
を
投
入
し
た
。
さ

ら
に
太
陽
電
池
か
ら
二
次
電
池
、
系
統

電
力
も
合
わ
せ
た
Ｅ
Ｖ
充
電
の
連
携
シ

ス
テ
ム
も
完
成
。
こ
れ
ら
で
培
っ
た
電

力
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
技
術
や
電
力
変
換
デ

バ
イ
ス
を
ベ
ー
ス
に
、
京
セ
ラ
に
供
給

す
る
家
庭
用
蓄
電
シ
ス
テ
ム
の
商
品
化

に
つ
な
げ
て
い
る
」

　
―
蓄
電
デ
バ
イ
ス
の
一
つ
、
コ
ン
デ

ン
サ
ー
も
需
要
が
増
え
そ
う
で
す
。

　
「
産
業
機
器
や
エ
ア
コ
ン
の
イ
ン
バ

ー
タ
ー
化
で
ア
ル
ミ
電
解
コ
ン
デ
ン
サ

ー
な
ど
は
需
要
は
拡
大
す
る
。
こ
れ
に

対
応
す
る
た
め
、
需
要
に
先
行
す
る
形

で
中
国
・
宿
遷
市
の
新
工
場
な
ど
生
産

能
力
増
強
を
進
め
て
お
り
、
今
後
も
大

型
投
資
を
検
討
し

て
い
る
。
合
わ
せ

て
コ
ス
ト
競
争
力

強
化
の
た
め
、
海

外
工
場
で
は
現
地

部
材
の
積
極
活
用
に
も
取
り
組
ん
で
い

る
。
ま
た
大
容
量
・
高
出
力
の
電
気
二

重
層
コ
ン
デ
ン
サ
ー
は
瞬
低
対
策
装
置

や
回
生
蓄
電
な
ど
で
今
後
、
市
場
の
拡

大
が
期
待
で
き
る
。
コ
ン
デ
ン
サ
ー
の

売
上
高
も

年
に
現
状
の
１
・
５
倍
と

な
る
１
５
０
０
億
円
を
目
指
し
た
い
」

村田製作所が試作した
圧電振動発電デバイス

周
り
の
環
境
使
っ
て
発
電

センサネット向け研究進む

　
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
い
か
に
有
効
に
使

う
か
。
住
宅
や
工
場
の
自
動
化
、
エ

ネ
ル
ギ
ー
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム

に
よ
る
省
エ
ネ
最
適
制
御
の
実
現
に

京
都
の
各
社
も
取
り
組
み
を
強
化
し

て
い
る
。
カ
ギ
を
握
る
の
は
各
種
セ

ン
サ
ー
や
制
御
の
機
能
群
に
電
源
と

無
線
通
信
を
組
み
合
わ
せ
た
セ
ン
サ

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
デ
バ
イ
ス
だ
。
村
田

製
作
所
、
ロ
ー
ム
、
オ
ム
ロ
ン
ら
が

子
局
モ
ジ
ュ
ー
ル
や
シ
ス
テ
ム
の
実

証
試
験
を
進
め
て
い
る
。

　
各
社
が
課
題
の
一
つ
と
し
て
い
る

の
は
デ
バ
イ
ス
の
電
源
供
給
方
式
。

各
所
に
数
多
く
散
在
さ
せ
て
デ
ー
タ

を
採
る
た
め
、
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
フ
リ

ー
化
が
必
須
だ
。
圧
力
と
電
磁
誘
導

や
色
素
増
感
太
陽
電
池
、
振
動
な
ど

周
辺
環
境
を
使
っ
た
小
電
力
発
電

「
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
ハ
ー
ベ
ス
テ
ィ
ン

グ
」
の
研
究
が
進
む
。
ま
た
同
分
野

で
は
京
セ
ミ

京
都
市
伏
見
区

の

球
状
太
陽
電
池
も
注
目
を
集
め
る
。

　
４
月
、
京
都
の
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
関
連
企
業
は
今
年
も
多
く
の
フ
レ
ッ
シ
ャ
ー
ズ
を
迎
え
た
。
２
日
に
開
い
た

京
セ
ラ
の
入
社
式
で
は
新
入
社
員
代
表
の
山
口
亨
祐
さ
ん
が
「
環
境
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
仕
事
に
た
ず
さ
わ
り
た
い
」
と

抱
負
。
全
世
界
が
共
有
す
る
環
境
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
両
課
題
に
対
し
、
次
世
代
の
担
い
手
た
ち
の
問
題
意
識
は
非
常

に
高
い
。
京
都
の
企
業
に
は
、
そ
う
し
た
思
い
に
応
え
う
る
技
術
力
、
潜
在
力
が
十
分
に
あ
る
。
新
戦
力
も
加
わ

り
、
各
社
が
生
み
出
し
て
い
く
技
術
や
商
品
を
組
み
合
わ
せ
れ
ば
、
京
都
か
ら
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
世
界
に
革
命
を
起

こ
す
こ
と
も
夢
で
な
い
。

京都の有力企業トップ７氏に聞く デ
バ
イ
ス
開
発
新
潮
流

未
来
変
え
る
技
続
々
創
エ
ネ
蓄
エ
ネ

次
世
代
パ
ワ
ー
半
導
体
開
発
動
向
、
世
界
が
注
目

〈写真右〉京セラは自社
の太陽光発電システムに
ニチコン製蓄電システム
を組み合わせて販売（発
表会で握手を交わす久芳
徹夫京セラ社長 と武田
一平ニチコン会長）

〈写真左〉ロームが世界
で初めての量産を始めた
フルＳｉＣパワーモジュ
ール（ダイオードとトラ
ンジスタの両素子をＳｉ
Ｃ製で構成、機器への組
み込み性が良くなった）

　　 ２０１２年 平成２４年 ４月２６日 木曜日 【広告特集】 （ ）

◇
　◆
　◇

　
原
子
力
発
電
を
め
ぐ
る
電

力
の
供
給
不
安
を
背
景
に
、

国
内
自
給
や
環
境
配
慮
の
観

点
か
ら
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ

ー
の
普
及
拡
大
に
向
け
た
取

り
組
み
が
加
速
し
て
い
る
。

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
中
長
期
的
な

ベ
ス
ト
ミ
ッ
ク
ス
の
検
討
が

進
む
中
、
７
月
に
は
再
生
可

能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
全
量
買
い

取
り
制
度
が
施
行
と
な
る
。

買
い
取
り
価
格
次
第
だ
が
、

大
規
模
太
陽
光
発
電
所

メ

ガ
ソ
ー
ラ
ー

の
立
地
が
相

次
ぐ
と
予
測
さ
れ
て
い
る
。

　
京
セ
ラ
は

日
、
鹿
児
島

市
で
国
内
最
大
級
と
な
る
出

力

の
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー

事
業
に
参
画
す
る
こ
と
を
明

ら
か
に
し
た
。
３
月
に
は
ソ

フ
ト
バ
ン
ク
グ
ル
ー
プ
が
計

画
す
る
京
都
市
の
出
力
４
・

２

級
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
に

電
池
モ
ジ
ュ
ー
ル
を
供
給
す

る
こ
と
も
発
表
。
国
内
の
公

共
・
産
業
用
で
最
も
多
く
の

実
績
を
有
す
る
太
陽
電
池
メ

ー
カ
ー
と
し
て
、
セ
ル
・
モ

ジ
ュ
ー
ル
や
施
工
技
術
の
開

発
と
と
も
に
、
受
注
獲
得
で

積
極
攻
勢
を
か
け
る
。

　
一
方
、
住
宅
へ
の
太
陽
電

池
普
及
も
拡
大
が
見
込
ま
れ

る
。
街
中
に
多
く
の
太
陽
光

発
電
を
導
入
し
た

ソ
ー
ラ

ー
タ
ウ
ン

の
実
現
に
は
、

オ
ム
ロ
ン
が
開
発
し
た
パ
ワ

ー
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ナ
ー
技
術

が
不
可
欠
。
配
電
系
統
の
安

全
確
保
に
配
慮
し
、
多
数
の

パ
ワ
コ
ン
を
集
中
連
系
し
た

時
の
単
独
運
転
防
止
技
術
を

完
成
。
局
所
的
に
太
陽
光
発

電
シ
ス
テ
ム
を
設
置
で
き
る

容
量
を
大
幅
に
増
や
せ
る
。

　
分
散
型
電
源
普
及
の
理
想

は
、
発
電
し
た
電
力
の
買
電

で
な
く
、
電
力
の
地
産
地
消

と
指
摘
さ
れ
る
。
そ
の
た
め

に
は
蓄
電
池
の
普
及
が
欠
か

せ
な
い
。
ニ
チ
コ
ン
は
電
気

自
動
車

Ｅ
Ｖ

用
車
載
充

電
器
な
ど
で
培
っ
た
バ
ッ
テ

リ
ー
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
技
術
を

生
か
し
、
リ
チ
ウ
ム
イ
オ
ン

二
次
電
池
を
使
っ
た
家
庭
用

蓄
電
シ
ス
テ
ム
を
開
発
。
独

占
供
給
先
の
京
セ
ラ
は
、
１

日
か
ら
自
社
の
太
陽
光
発
電

シ
ス
テ
ム
と
組
み
合
わ
せ
た

住
宅
用
エ
ネ
ル
ギ
ー
シ
ス
テ

ム
の
受
注
を
開
始
し
た
。

◇
　◆
　◇

　
電
力
を
貯
め
て
お
く
こ
と

が
で
き
れ
ば
、
需
要
の
ピ
ー

ク
に
合
わ
せ
て
発
電
量
を
最

大
化
さ
せ
る
必
要
が
な
く
な

る
。
ま
た
安
全
で
エ
ネ
ル
ギ

ー
密
度
の
高
い
蓄
電
デ
バ
イ

ス
が
開
発
さ
れ
れ
ば
、
実
用

性
の
高
い
航
続
距
離
の
長
い

Ｅ
Ｖ
が
実
現
で
き
る
。

　

年
に
日
本
初
の
量
産
Ｅ

Ｖ
と
し
て
発
売
し
た
三
菱
自

動
車
「
ア
イ
・
ミ
ー
ブ
」
に

は
Ｇ
Ｓ
ユ
ア
サ
グ
ル
ー
プ
の

電
池
モ
ジ
ュ
ー
ル
が
搭
載
さ

れ
て
い
る
。
３
月
に
は
滋
賀

県
栗
東
市
に
完
成
し
た
新
工

場
で
改
良
型
電
池
の
出
荷
を

始
め
た
。
大
容
量
リ
チ
ウ
ム

イ
オ
ン
電
池
の
量
産
は
課
題

が
多
い
。
最
新
工
場
に
至
る

ま
で
徐
々
に
生
産
力
を
上
げ

る
と
と
も
に
ラ
イ
ン
の
完
成

度
を
高
め
、
よ
う
や
く
自
動

化
技
術
を
確
立
し
た
。

　
村
田
製
作
所
も
得
意
と
す

る
薄
膜
の
積
層
技
術
を
生
か

し
、
リ
チ
ウ
ム
イ
オ
ン
電
池

の
開
発
を
進
め
て
い
る
。
約

２
年
後
の
量
産
が
念
頭
だ
。

　
電
池
生
産
技
術
に
は
京
都

の
関
連
装
置
メ
ー
カ
ー
が
多

く
関
与
し
て
い
る
。
サ
ム
コ

は
電
極
処
理
や
表
面
加
工
な

ど
薄
膜
技
術
で
支
援
。
片
岡

製
作
所

京
都
市
南
区

は

レ
ー
ザ
ー
加
工
シ
ス
テ
ム
や

充
放
電
の
検
査
設
備
を
提
案

す
る
。
大
日
本
ス
ク
リ
ー
ン

製
造
は
フ
ラ
ッ
ト
パ
ネ
ル
デ

ィ
ス
プ
レ
ー
の
塗
布
技
術
を

生
か
し
た
電
極
材
塗
工
乾
燥

装
置
を
展
開
。
堀
場
製
作
所

は
研
究
施
設
向
け
で
材
料
の

結
晶
構
造
解
析
、
生
産
工
程

向
け
で
粒
子
径
の
均
一
性
な

ど
受
け
入
れ
材
料
の
分
析
計

測
装
置
を
受
注
し
て
い
る
。

◇
　◆
　◇

　
交
流
・
直
流
の
変
換
や
電

圧
の
昇
圧
・
降
圧
と
い
っ
た

電
力
変
換
制
御
に
用
い
る
パ

ワ
ー
半
導
体
。
高
電
圧
・
大

容
量
電
力
変
換
装
置
の
需
要

は
多
く
、
自
動
車
や
鉄
道
、

産
業
機
器
な
ど
で
効
率
化
や

小
型
化
に
貢
献
し
て
き
た
。

現
在
主
流
の
素
子
材
料
シ
リ

コ
ン

Ｓ
ｉ

は
、
そ
の
物

性
か
ら
性
能
限
界
が
近
づ
い

て
い
る
。
次
世
代
型
と
し
て

炭
化
ケ
イ
素

Ｓ
ｉ
Ｃ

や

窒
化
ガ
リ
ウ
ム

Ｇ
ａ
Ｎ

な
ど
を
材
料
と
し
た
素
子
に

置
き
換
え
る
こ
と
で
、
さ
ら

に
大
幅
な
効
率
向
上
や
機
器

の
小
型
化
が
実
現
で
き
る
。

　
イ
ン
バ
ー
タ
ー
の
電
力
損

失
は
Ｓ
ｉ
Ｃ
製
ダ
イ
オ
ー
ド

採
用
で
２
―
３
割
、
さ
ら
に

ト
ラ
ン
ジ
ス
タ
も
Ｓ
ｉ
Ｃ
製

に
代
わ
れ
ば
５
割
以
上
改
善

が
見
込
め
る
と
言
わ
れ
る
。

セ
ッ
ト
メ
ー
カ
ー
の
省
エ
ネ

製
品
づ
く
り
で
、
変
換
損
失

低
減
は
最
も
効
果
が
期
待
で

き
る
分
野
。
次
世
代
パ
ワ
ー

半
導
体
の
開
発
動
向
は
世
界

中
か
ら
注
目
が
集
ま
る
。

　
ロ
ー
ム
は
３
月
、
世
界
で

初
め
て
ダ
イ
オ
ー
ド
と
ト
ラ

ン
ジ
ス
タ
の
両
素
子
を
Ｓ
ｉ

Ｃ
製
で
構
成
す
る

フ
ル
Ｓ

ｉ
Ｃ

パ
ワ
ー
モ
ジ
ュ
ー
ル

の
量
産
を
始
め
た
。
Ｓ
ｉ
製

素
子
で
構
成
す
る
モ
ジ
ュ
ー

ル
比
で
ス
イ
ッ
チ
ン
グ
損
失

を
約

％
低
減
。
モ
ジ
ュ
ー

ル
の
商
品
化
で
産
業
機
器
な

ど
へ
の
組
み
込
み
性
が
良
く

な
り
、
普
及
に
向
け
て
大
き

な
一
歩
を
踏
み
出
し
た
。

　
国
内
で
使
う
Ｓ
ｉ
製
パ
ワ

ー
半
導
体
を
Ｓ
ｉ
Ｃ
製
に
置

き
換
え
た
時
の
省
エ
ネ
効
果

は
４
０
０
万

で
原
子
力

発
電
所
４
基
分
と
の
試
算
も

あ
る
。
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

革

命

的
デ
バ
イ
ス
で
あ
る
こ

と
は
間
違
い
な
い
が
、
低
コ

ス
ト
化
な
ど
課
題
も
多
い
。

　
コ
ス
ト
対
策
の
一
つ
が
Ｓ

ｉ
Ｃ
ウ
エ
ハ
ー
の
大
口
径

化
。
ロ
ー
ム
は
ウ
エ
ハ
ー
子

会
社
の
独
サ
イ
ク
リ
ス
タ
ル

で
６

品
の
量
産
を
狙
う
。

順
調
な
ら
ば

年
後
半
に
も

出
荷
と
な
る
見
通
し
だ
。
こ

れ
に
よ
り
生
産
は
効
率
化

し
、
理
論
上
は
コ
ス
ト
も
半

減
。
飛
躍
的
に
採
用
が
拡
大

す
る
、
と
期
待
し
た
い
と
こ

ろ
だ
。

　
革
命
的
デ
バ
イ
ス
は
機

器
や
周
辺
の
電
子
部
品
に
も

多
大
な
影
響
を
与
え
る
。
た

と
え
ば
イ
ン
バ
ー
タ
ー
回
路

で
使
う
コ
ン
デ
ン
サ
ー
は
容

量
や
個
数
、
場
合
に
よ
っ
て

種
類
も
変
わ
る
。
基
板
や
筐

体
の
高
耐
熱
化
や
冷
却
機
構

な
ど
も
必
要
だ
。
次
世
代
パ

ワ
ー
半
導
体
を
核
に
、
そ
れ

を
有
効
に
機
能
さ
せ
る
た
め

の
部
品
開
発
。
京
都
に
は
、

そ
れ
を
迅
速
に
実
現
で
き
る

エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
関
連
企

業
が
そ
ろ
っ
て
い
る
。


